
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

■
森
林
除
染
の
考
え
方
と
内
容

　
森
林
の
除
染
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い

て「
居
住
者
が
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
生
活

空
間
」す
な
わ
ち「
生
活
圏
」と
さ
れ
る
エ
リ

ア
で
の
放
射
線
量
の
低
減
を
目
的
と
し
て
お

り
、
住
宅
や
学
校
・
病
院
等
公
共
施
設
な

ど
人
が
多
く
集
ま
る
生
活
圏
か
ら
20
ｍ
程
度

の
範
囲
に
あ
る
森
林
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　
こ
の
範
囲
は
、
林
縁
か
ら
20
ｍ
ま
で
除
染

を
行
っ
た
場
合
に
は
生
活
圏
に
接
す
る
林
縁

部
の
放
射
線
量
が
低
減
し
、
そ
れ
以
上
は
除

染
の
範
囲
を
広
げ
て
も
森
林
と
接
す
る
生
活

関東森林管理局
森林除染による
放射線量の低減に向けて

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
環

境
の
汚
染
が
生
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成
23
年
8
月
に﹁
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ

る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措

置
法
﹂（
以
下
、﹁
特
措
法
﹂と
い
う
。）が
制
定

さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
環
境
省
が﹁
除
染
関

係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂（
以
下
、﹁
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂と
い
う
。）を
策
定
し
ま
し
た
。

　
林
野
庁
に
お
い
て
も
関
東
森
林
管
理
局
に

森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、﹁
国
有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
﹂と
い
う
。）を

設
置
し
、
国
有
林
内
の
森
林
除
染
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

■
除
染
事
業
の
流
れ

　

特
措
法
で
は
、「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
」（
放
射
線
量
が
１
時
間
当
た
り
0
.
2
3

μ
S
v
以
上
の
地
域
）と
し
て
指
定
さ
れ
た

区
域
の
市
町
村
が
除
染
実
施
計
画
を
策
定

し
、
除
染
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
区
域
に
国
有
林
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
当
該
国
有
林
の
除
染
を
国
有
林
除
染
セ

（図１）市町村と国及び除染請負事業者の関係

（図２）森林の除染範囲のイメージ

（
図
３
） 落
葉
等
除
去
に
よ
る
空
間
線
量
率
の

　
　
　

低
減
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
（
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
）

ー森林放射性物質汚染対策センターの取組ー

国有林野事業の取組
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１.下草や低灌木の刈り払い ２.常緑針葉樹の枝打ちを、高さ4m程
度、林縁からの奥行き5m程度まで行う

３.落葉等を熊手で掻いて除去

４.土のう袋詰め５.大型フレコンバック詰め ６.仮置場へ搬入 

圏
で
の
低
減
効
果
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と

い
う
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す（
図

３
）。

　
ま
た
、
原
発
事
故
発
生
時
に
、
常
緑
樹
で

は
葉
が
展
開
し
て
い
た
た
め
放
射
性
物
質
が

葉
に
付
着
す
る
一
方
、
落
葉
樹
で
は
ほ
ぼ
落

葉
し
て
い
た
た
め
放
射
性
物
質
は
落
葉
層
に

付
着
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
森

林
除
染
は
常
緑
樹
で
は
落
葉
層
の
除
去
と
林

縁
部
で
の
枝
葉
の
除
去（
枝
打
ち
）、
落
葉
樹

で
は
落
葉
層
の
除
去
を
基
本
に
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
作
業
に
よ
り
生
じ
た
除

去
物
は
大
型
土
の
う
袋
等
に
詰
め
、
仮
置
場

ま
で
運
搬
、
保
管
し
ま
す（
写
真
１
）。

 

■
森
林
除
染
の
効
果

　
国
有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

福
島
県
内
の
川
内
村
、
二
本
松
市
、
田
村

市
、
広
野
町
、
棚
倉
町
、
い
わ
き
市
の
生
活

圏
周
辺
等
の
森
林
や
群
馬
県
桐
生
市
、
茨
城

県
常
陸
太
田
市
の
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
森
林
除

染
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
実
施
箇
所
で
は

概
ね
20
％
程
度
の
放
射
線
量
の
低
減
が
見
ら

れ
ま
し
た（
写
真
２
）。

■
実
施
方
法
の
改
善

　
事
業
を
進
め
る
中
で
、
現
場
で
は
様
々
な

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
除
染
事
業
を
実
施
す
る
箇
所
に
よ

っ
て
は
除
染
の
進
め
方
や
現
場
条
件
、
作
業

内
容
が
多
様
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
①
関
係

す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
同
意
取
得
を
含
め

て
、
森
林
除
染
の
範
囲
の
確
定
に
時
間
を
要

す
る
、
②
関
係
機
関
と
の
調
整
や
除
染
事
業

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
に
時
間
を
要
し
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国

有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
関
係
機
関

に
定
例
会
の
開
催
を
提
案
し
、
事
業
の
進
捗

状
況
等
の
情
報
を
定
期
的
に
共
有
す
る
こ
と

で
、
計
画
策
定
や
事
業
の
進
行
管
理
等
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し

た（
図
４
）。

　
ま
た
、
除
染
に
よ
り
生
じ
る
除
去
物
を
一

時
的
に
保
管
す
る
仮
置
場
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
等

か
ら
の
要
望
に
対
し
、
国
有
林
を
活
用
し
た

仮
置
場
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
、
関
係
す
る

森
林
管
理
署
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
い
ま
す（
写
真
３
）。

■
お
わ
り
に

　
平
成
25
年
度
は
市
町
村
の
除
染
事
業
が
宅

地
か
ら
周
辺
の
森
林
に
移
る
な
ど
、
さ
ら
に

本
格
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
有
林
除
染
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
市
町
村

等
に
対
し
て
、
林
野
庁
が
実
施
し
て
い
る
森

林
除
染
実
証
事
業
な
ど
の
情
報
提
供
等
も
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
関
係
者
と
の
緊
密
な
連

携
の
下
、
森
林
の
除
染
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に

努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

（図４）定例会のイメージ （写真３）仮置場の造成の様子（茨城県常陸太田市上田代国有林）

（写真１）森林除染の作業手順
（写真２）森林除染事業実施前後の状況

（福島県二本松市長坂国有林）

実施前

実施後
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